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4．調査項目  

（1）施設調査  平成20年度診療報酬改定積果検証に係る調査  

後期高齢者にふさわしい医療の実施状況調査1  
一 後期高齢者診療科の算定状況に係る調査一  

橋果概要（速報）  

区  分   内    容   
・施設捜別、病環叡、開設者、診療科目  

施設展性項目     ・在宅療養支援診療所（病焼）の届出状況  

・後期高齢者診療科の井定状況   
・外来患者総数及び75歳以上外来患者敢（H19．10＆H20．10）  

一三病別の後期高齢者診療科£定患者故（H20．10）  

・通院回故や検査頻まなど圭病別の前年・今年の回蚊激化とその理由  
・後納高齢者給ぬ料の井定に係る今後の意向  
・後期高齢者診療科の算定に係る効果について  
・後期高齢者診療料を耳定できない患者がいる場合の理由について  
・後期高齢者診療料の算定左途中で止めた場合の】里由について  
・後期高齢者診療料の主病別井定点音数（H20．8－H20．10）  

調 査 項 目                          ・後期高齢者診療計画書の主病別交付総回数（H20．8一日20．10）  

・後期高齢者診療計画書の作成に要する平均時瀾  
一後期高齢者診療計画喜の記軌こ要する患者への平均説明時間  
・後期高齢者診療計画書の舌己載されている緊急時入院先病院数  
・後期訪齢者診療計画書及び本日の診療内容の要点に対する意見  
・後期高齢者診療料の活用に向けた姿勢について  
・75歳以上外来患者にみる後期高齢者診療科への理解度  

・後期高齢者診療科に係る外来患者からの問合せ内容  
・後期高齢者診療料をl人も算定していない場合の理由   

Ⅰ 調査の概要   

1．調査目的  

・保険医療機関における後期高齢者診療科の算定状況の把握  
・後期高齢者診療料を算定する保険医療磯瀾を受診している患者状況の変化の把握  

2．調査対象  

・本調査は、全国の後期高齢者診療料の届出を行っている医療他聞を対象とした「施   

設調査」と後期高齢者診療料の算定を受けている患者を対象としたー患者調査」か  
ら構成される。  

・施設調査は、全国の後期高齢者診療料の届出を行っている医療捜開から無作為に抽   

出した3．500施設を対象とした。  

・患者調査は、施設調査対象医療他聞にて後期高齢者診療料の算定を受けている患者   

で、施設調査の開始日より遡って、直近（1ケ月以内）に来院された患者を対敦とし   

J∴1  

3．調査方法  

（1）施設調査   

・自記式調査雇の郵送発送、郵送回収   

・調査実施時期は11月  

（2）患者調査   

・自記式調査票の施設調査対象医療機関における手渡し、郵送回収  

一調査実施時期は11月（施設調査と同時）  

区  分   内    容   
・年齢、性別  

民 性 項 日     ・通院期間、1ケ月当り通院回数  
・後期高齢者診療計画書に記載の病名数及び主病名  
・調査票の記入者   
・後期高齢者診療計画喜をもらった月について  
・後期高齢者診療瑠の算定前後の通院回数の変化  
・通院している医療機関数  
・後期高齢者診療科の舟定前後の通院施設数の変化  

調 査 項 目              ・後期高齢者診療科の算定前後の検査回劫・処方薬赦・診療時間の変  
・他医療機関からの対応状況  
・後期高齢者診瞭料の算定後のよかった点  
・後期高齢者診療科の算定彼の気になった点・疑問点  
・後期高齢者診療料の算定前後の診療等に対する満足度の変化   

】 調査結果の概要   

1．施設調査  

（1）回収の状況（図表トり  

・連携している保健・医療・福祉サービス関連施設数（国表1－5）  
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後期高齢者診療料の届出を行って  
いる医療機関  

・後期高齢者診療料の算定状況く国表ト6）  （2）回答施設の属性  

・施奴種別（国表ト2）  
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・算定有無別 在宅療養支援診療所の届出状況（図表1－7）  
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・開設者（図表ト3）  
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・算定有無別 開設者（図表ト8）  
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第3位 外科   50施設（6．1％）  

第4位 整形外科 49施般（6．0％）  

・在宅療養支援診療所の届出状況（国表1－4）  
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・算定有無別 連携施設叙（図表1－9）  

・高齢者担当医 医師数（図表ト11）…平均139人  
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（2）後期高齢者診療料の算定状況（間6r算定あり」限定）   

t外来患者総数に占める75歳以上外来患者比率  

日日20年10月 ： 34．5％  

□H9年10月 ： 34．7％   

・外来患者総数に占める75歳以上外来患者比率の変化（図表1－12）  

・通院回数や検査頻直など主病別の前年・今年の回数変化（国表ト15）  
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・主病別 算定患者数の状況（H20．10）（国表1－13）  q増価   q資rL71し   d爪少   

＜生活機能の検査頻度＞  

「1201D  

E届初更音襲名苅  

佃＝89）  
†tて■  しrJ＝ら1  

歳旦災罵症   り」＝aり 

石血r王は拝せ   り」二日  

L▲  

モ正他1  （rJ＝〇ち〉  

ロヽ   川㌧  20ヽ  コ0■ソ  40ヽ  う0＼  60ヽ   70～  巳Uヽ  90㌧  叩〇ヽ  

「□報扁 口闘魂痛il毒血圧購巷 口三抽主 ロモ亘世  

業定患者割合平均値   口糖尿病     378％                   □脂質異常症 ： 47 

．2％  
□高血圧性疾患：46、7％  
日誌知症     364％  
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・主病別 患者l人当たり1ケ月平均来院回数（H20．10）（図表1－14）  
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・後期高齢者諺醸料の算定を途中で止めた場合の理由につし、て  

＜複故回答＞（図表1－22）  
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・算定患者を今後増やす予定の施設における項目別効具有割合（国表ト20）  

コOq 

亡二二ニコりムじ 

伽ニコ几几  

⊂ニコしOC 

亡二ニコ州ハ  

亡コ45n 

1「l＝三2（）ノ  

り1・去岩の心易のけ見や」貨・圭l．ノい   

程合的・な勘翌‡行うこと  

拭い近壱の心qげ目し㍗町眈惹の－工Jj   

小（i辻ほ飢左電テ三キilうこと  

耶装着介炬机∬用瞞卜明ま打附か   
ミき膿スケシュールをほ近jろこと  

口1Jl竃にiトr亡他の医符牒張との詣ぷ   

！亀罰、i宝菜の塵襟を別止一寸ろこと  

0♭ll岩の姐モ1大．兄 裳鋸司l用巴F   

ナ三組的に把yfrろこと  

0β市町りか実笹ケる僧正ニ；立i貢1て旦】宕jの   

‖宵を庁醸し†こ絃憶を行うこと  

［＝］リ3、  

［二：コ2コ一色  

0】他の圧lき斌J望†とけ）亡葛空が討手吾1▲「頂  

けフ1登瑚高齢竜真与虞㍗画ゴーfこの   

記載が魯‡聖となり田軸左†－n  

Cヨ言書芸禁‡芸．笠き呈叢書とめ［二二ニコ458t 

E］“＝㌔   ［  コ5止っ  
［＝ニトー  

り一三B昌（あるい【上マ露」より珪素のこ；上むL一   

正して首よしいとロ）帝呈があユたため  

0う崇昌ゾ）a【主i謹怒l／）ざ的  

OnホんうらILている畏件に対して  

結痩周律師射的点＝り供すぎるたイ  

り7冊  ［］川8  

・後期高齢者診療料を算定できない悪者がいる鳩舎の理由について  
＜複数回詰＞（図表1－21）  
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（3）後期高齢者診療計画書の作成状況   

・主病別 後期高齢者診療科の算定患者数割合（H20．8－H20．10）（図表1－23）  

・後期高齢者診療計画書に記載の緊急時入院虎病院数‥・平均 2．13施設   

・後期高齢者診療計画書及び本日の診療内容の要点に対する意見  
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・主病別 後期高齢者診療計画等の平均交付回数（H20．8→H20．10）（図表ト24）  
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・後期高齢者診療計画書の記載に要する平均説明時間（国表ト26）‥・平均 949分  

謡i示計』苫説明時間  

】  

ロ「】 101 20□  3（ノ。 dりノ． 5り． 以〕1∪  70′． 8肌  gu＝っ IU帖  

ロつ～51ナ兼Ⅶ  ロ）一」0労二k讃  8川～15分雫．ナ □】S120ク㍗禾ij  □25曾山上  

＝・  



・後期高齢者診療料に係る外来患者からの問合せ内容＜複数回答＞（国表ト29）  
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（4）後期高齢者診療料に係る忍者の理解度・満足度など   

・後期高齢者診療料の活用に向けた姿勢について（図表1－27）  
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・後期高齢者診療料への理解度別 75歳以上外来患者割合分布（図表ト2B）  

（5）後期高齢者診療朋を1人も算定していない場合の理由   

・後期高齢者診療料を1人も算定していない場合の理由＜複畝回答＞（国表ト30）  全てタ～萬；てき、穐＝g（珂母し（いもト】＝F－1  
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08その他  
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2．患者調査  

（1）回収の状況（図表2－1）  ・後期高齢者診療計画書に記覿の病名数（国表2－6）…平均 2．75個  

病名数ランク  
（N＝19ユ）  患者調査票  

50q■  60ヽ   70ヽ   80ヽ   90～ 100ヽ  

町4個    ロ5個以上   

0ヽ  10ヽ   20ヽ  30ヽ  ・10ヽ  

ロl個     ロ2個    書3侶  

（2）患者の展性  

・性別（国表2－2）   

・後期高齢者診療計国書に記載の主病（図表2－7）  

性別  
（N＝200）   

0ヽ  180．  2（〕1  3001  小γ．  50叩1  6〔】1  7（1～   8（】d■  9（】○■  tOOO ▲ 
】車重亘亘亘諒有季車重車重斎 扁車㌫古亨享高音 

・本アンケートの記入者（国表2－8）   
ト         15  
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い㌍か7鳩 8∽ま⊥8議 車亘ヰ奉 中堅上ら  

・調査票を渡された医療機関への通院期間（国表2－4）  

通院朋間  
（N＝203）  
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0■0   †0‘o ZO■．  30？1  4091  50！。  80㌔  

ロ1年以内  □2～5年以内  ■6～10年以内  

11ケ月通院回数（図表2－5）  

lケ月通院回汝  

IN＝～05〉  
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□個     口2～コ厘     q4－5回     q5回以上  



（2）患者の受診状況  

・後期高齢者診療計画書を渡された月（国表2－g）  

くトト＝190）  

（2）後期高齢者診療冒の算定前後の変化  

・後期高齢者診療料の算定前後の通院回数の変化（国表2一＝）  
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・通院期間別 算定前後の通院回数の変化（図表2－12）  
・後期高齢者診療計画書の漉され方について（図表2－10）  

（N＝19n）  
tlりrll  

■ 丁． ∴   rJ＝1））  

1りJFL」内  「lい  

Iヽじ」l  ＝二丁（】 

‡0ヽ   甘l、．  4（≠   5」】ヽ   ら0ヽ   7U＼   UOヽ   のヽ  

b厄1也「用えー二    □回凱言．qった  ■章わらない  ロわから′八、   

・主病別 算定前後の通院回数の変化（図表2－13）  

臼回軌は増え「二  
d玄丁）・ちLい  

□桓】数は．1iった  

ロわからない  

・通院施設数（図表2－14）・・■平均1．78施設  

r   l  1  1  r  

t後期高齢者診療料の算定前後の検査回数の変化（国表2－17）  

桟竃堰］故実二化  

IN＝20郎  通読陥諒恕  
（N二199）  

Uリー   ‖）q－   2U’○   コOt－  40■一   5（）■d   60■一   TO00   8ロー●   90d■  ＝江ハ  

口数はユ℡えた □掛捕っ／二 ■変わらない ロゎからない  

・主病別 算定前後の検査回数の変化（図表2－18）  

IOヽ  20㌔  30＼  10ヽ  50㌔  60ヽ  70＼  80■ヽ  9（lヽ 10日㌔   

ロ】施設  □2施設  03粗設  口4席詣以上  

・後期高齢者診療料の算定前後の通院施設数の変化（図表2－15）  

通院施設奴変化  
（N＝206）1仇  

0ヽ  10㌔  20J．  30－．  40J．  50＼  684．  70－．  80ヽ  90■， 10nJ月  
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・主病別 通院施設数の変化（凰表2－】6）  ？qヽ80‘，  

□仰」J【曽えr＝  口前r＝べ⊃r。 ■栗わらない  わからなL、  

■記敲病名赦ランク別 算定前後の検査回数の変化（国表2－19）  
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■後期高齢者診療別の算定前後の診療時間の変化（国表2－23）  

「   丁† l「   丁  「 ′  

・後期高齢者診療料の算定前後の処方薬畝の変化（国表2－20）  

l l F  ‾T 一 「  丁－  1  

指標時聞変化  
（N＝＝2〔〉G）  

処方薬劫変化  
（N＝三208）  
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口掛よ増えJ二  n那惑った  ■変l）らわい  即フから机、  

・主病別 算定前後の処方薬級の変化（図表2－21）  

□丈く机†こ  ロー江くなった  ●変わらない ・わからない1  

■記載病名数ランク別 算定前後の診療時間の変化（図表2－25）   
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□牒・土lれ′こ ロ顎一1減った 暇わらない 仲か▲1ない  

・記載病名故ランク別 算定前後の処方薬級の変化（国表2－22）   

ヽ  

ユ庖」   ヽ  J  

u  （り＝lう＼  

J個  H＝58）  

コ咽  

りl  ■ト1＝㌣り  

5個り上  ・Nニ2‘J  

沌
…
摘
…
錮
弼
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【車重読ラ亘亘車重  車重元こ・ mhかち帥  

一後期高齢者診療斜の算定後の気になった点・疑問点＜複数回箸＞（図表2－2g）  

・他医療穐開からの対応状況（図表2－26）  （N＝183）  

ア 匠飾の頴明がわカ、りにく＼なった   

イ 倭蛸力、ら受けう王£只の内∂が．吐っていう   

り医師が書棚を書くことに気をとられている   

工 匠E不から竺けも沙澤のM聞や席ち咋周ム1長くなつナニ   

オ u明が九れば、定期的に苫相をもりわなくてもいい   

力l込みなと空相臼しにくい富まてあも   

I生一義についての不安がなくならない   

ク モの他   
ケ 筑になったりu軌こ思ったこと11ない  

地区感触聞から   
（N＝192〉  

0ヽ  10ヽ  20ヽ  30ヽ  40ヽ  引〕ヽ  60ヽ  70ヽ  80ヽ  90ヽ 100ヽ  

l＿ Dきか九た   ロ帥れてい帥   田覚えてい机、：   

・後期高齢者診療料の算定後のよかった点＜複数回筈＞（図表2－27）  
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才 ∈錐机Ⅵ川細的せに¶9 一己－…lヌチった  
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11一明しpナくなっ／二  

I t・■Iボ  

ク よ小ったと雷うことI11い  

・診療時間「長くなった」方の気になった点・疑問点（図表2－30）  
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・診療時間「長くなった」方の算定後よかった点 （国表2－28）  

□ヽ      10－ゝ      20ヽ      ユdヽ      J8一■  

－rよかったと思うことがないJ方の気になった点・軽間点（国表2－31）  
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・「よかったと思うことがない」以外の方の気になった点・疑問点（国表2－32）  
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・満足している患者の感じるよかった点（図表2－35）  
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・後期高齢者診療料の算定前後の診療等に対する満足度の変化（図表2－33）   

一斉足腰  
rl㌧一川3ノ  ・「後期高齢者診療計画書」及び「本日の診療内容の要点」についての希望や苦見  
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・診療時間「長くなった」方の満足度の変化（図表234）  
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